
令和6年3月15日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：計画的に学年会を行った。

３：計画の９０％程度、学年会を行った。

２：計画の８０％程度、学年会を行った。

１：計画の８０％未満、学年会を行った。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：対象となる全学年・学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。
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Ｃ
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8０％
以上
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90％
以上

Ｄ

３：

７0％
以上

２：

６0％
以上

１：

６
０％
未満

B

〇体育を場所の制限がありながら
も、工夫して行うことができた。
〇食育については栄養士の給食だよ
りや体育健康教育公開講座などで積
極的に取り組めた。
●次年度半ばから、仮校舎建設のた
め校庭が使用できなくなる。体育につ
いては多摩川グラウンドを借りて複数
学級や学年などの単位で実施してい
く。往復の安全などにも十分気をつけ
ていきたい。
●体育、休み時間、各種行事の内容
を工夫し、運動習慣の確立を推進す
る。
●週に1回の朝マラソンが秋以降でき
なくなってしまった。次年度はマラソン
ではなくラジオ体操を朝の運動として
週1回実施予定である。現状でできる
ことで、少しでも体を動かす機会を増
やしていきたい。

各種研修会・研究会、
保護者アンケート、学
年会などを通して、授
業力・生活指導力の
向上に取り組んだ教
員の割合。

保護者アンケートの設
問「お子さんは運動に
親しんでいますか」

に、肯定的な回答をし
た保護者の割合

Ａ

児童アンケートの設問
「学校の勉強は分かり
ますか」に肯定的な回
答をした児童の割合

1

3

Ｂ

３：

８0％
以上

２：

７0％
以上

４：

80％
以上

４：
８
０％
以上

３：
７
０％
以上

２：
６
０％
以上

保護者アンケートの設
問「学校は地域の力を
子どもたちの教育活
動に生かしている」
に、肯定的な回答をし
た保護者の割合。

目標に対する成果指標

２

６
０％
以上

４：

80％
以上

4

2

2

学校関係者記入欄

令和５年度　大田区立矢口西小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・大正９年に、矢口村立矢口西尋常小学校として開校し、今年度１０３年の歴史のある学校である。前身の江戸時代に開かれた豊岡塾から数えると、下丸子の地に約２００年の歴史を刻んでいる。
・現在は普通学級２０学級、特別支援学級３学級、全校児童６５５人の比較的大規模な学校である。
・昭和に建てられた鉄筋校舎が老朽化し、現在新校舎の設計が進み、本年度より仮校舎建設が始まる。校庭が半分になるので、夏以降の体育的活動を工夫して実施していく。
・平成２１年に作られた「ほたるの里」では、地域の方々の協力で４年生の総合的な学習の時間「ほたるの学習」をしたり、近くに多摩川があるので遠足や理科、総合的な学習の時間に観察などに行ったりして地域を活用した学習に取り組んでいる。

児童アンケートの設問
「自分のよさを見つけ
たり、自分の成長を感
じたりしましたか」に、
肯定的な回答をした
児童の割合

3

2

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇近隣の幼稚園や保育園児を招き、
交流会を今年度から再開できた。小
中一貫の会も年数回実施している。
近隣校との交流が以前のように充実
してきている。
〇PTA・おやじの会・スクールサポー
トによる行事や活動が昨年度同様、
関係者のおかげで活発に行えたのは
よかった。
児童にとって楽しい活動がたくさんあ
り充実していた。
〇HPについては、学年によって更新
回数に差が出てしまったが、前年度
よりもアップ数を増やすことができた
のはよかった。
●次年度は新教科との関連で、さら
に地域の方や企業などの方たちの協
力を得て、体験や一緒に取り組める
ことを考えていき阿智。それを通して
地域を愛する心情も培っていく。
●学校便りや学年便りの配布方法の
一つに電子化も検討していく。

・引き続き地域とのつながりを大切にしていただきたいと思い
ます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：

7０％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

保護者や地域に、子どもたちの様子を伝
えるために、学校だよりや学年だよりの内
容や、保護者会の持ち方などを工夫して
いる。

3

2

２：

6０％
以上

１：

6０％
1未
満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

児童の考えや発想を大切にした授業をす
るように心がけた。

１：
７
０％
未満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

2

2

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を育成するために、児童のよ
いところを認め、個性を伸長するような声
かけや指導を行う。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学年会を計画的に行い、学習面・生活面
の情報を共有した。

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

朝マラソンや、やにトレには児童とともに
参加し、児童に運動への興味・関心をも
たせる。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・学習のつまずきに早い段階で気付き、改善していくことが重
要だと思います。

〇児童の興味を引くような教材を取り
上げたり、授業の中で話し合いをさせ
たりすることで、児童の発想や考えを
引き出すような工夫だできた学級が
多かったのはよかった。
〇今年度から英語講師が高学年で
授業進行をするようになったのは、大
きな成果である。次年度も引き続き実
施していく予定である。
〇夏休み前に全学年の各教科にお
ける授業改善プランをしっかりと作成
している。

●算数の習熟度別指導を、今年度は
昨年度よりは予定の展開数で実施す
ることができた。しかし、十分ではな
かったので、次年度は計画通り取り
組むことで、児童の学力向上と算数
学習の充実を更に図っていく。

3

2

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

１：

７0％
未満

・校庭が狭くて大変ですが、様々な工夫をしてよろしくお願いし
ます。

・校舎改築の状況で制約があり、やむを得ないろ感じていま
す。

3

3

2

4

3

4

4

4

3

〇教職員も積極的に声かけを行っ
た。今後も自己肯定感や自己有用間
の育成に取り組んだ。
〇いじめ基本方針については、職員
連絡会の際に重要なところについて
確認する時間を設けたり、職員夕会
で生活指導主任がいじめに関する話
をしたりすることで、教職員の共通理
解が図れた。

●学校生活調査の結果が十分生か
されないこともあった。ストレス症状
の見られる児童に対して、引き続きス
クールカウンセラーや巡回心理士な
どを活用していく。
●外部機関との連携も深め、更に組
織的に対応するようにしていく。
●道徳の授業の充実も次年度は図っ
ていく。それを通して児童の自己肯定
感も高めていきたい。
●不登校児童への対応は次年も課
題の一つである。登校支援員などの
活用も考えていく。

4

4

4

4

〇他校の「指導教諭」の授業参観や
月に1回実施する区の教育研究会に
も参加し研修に意欲的に取り組んで

いた。
〇校内研究を年間7回実施して、毎

回講師より指導・助言を受け、授業力
向上を目指している。

〇学校・学年が協力して生活指導に
あたり、児童が落ち着いた生活が送

れるように務めている。
●学校公開の授業評価を、個人や学
年だけでなく全教員で共有して、その

後の授業改善に生かしていく。

３：

７0％
以上

２：

６0％
以上

１：

６
０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

児童アンケートの設問
「学校は楽しいです
か」に肯定的な回答を
した児童の割合

４：
８
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

・今後も、外国語教育指導員の継続を希望し、子供たちに苦
手意識をもたせないようにしていただきたいです。

・「おおたのものづくり」教科に、児童の興味関心を引き出す内
容になるよう検討を進めてください。

・校舎改築中で大変ですが、頑張ってください。コロナ後の学
習が楽しみです。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３

７
０％
以上

Ｂ 2

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

3
１

６0％
未満 Ｄ

4

〇肯定的な回答が多かったのは、学
習において達成感が得られているこ
とが、楽しい学校生活に結び付いて
いると考えられる。研究でも算数科を
通して取り組んでいる。次年度も引き
続き分かる授業を目指していく。
〇一人1台のタブレット端末を低学年
から操作に慣れ親しむような活動に、
しっかりと取り組めている。
〇直接的な意見交換はもちろんのこ
とICTを活用した意見交流も、どの授
業でも取り入れられるようになってき
ている。

●体育的な取組は現状でもできるこ
とを取り入れていきたい。
●「おおたのものづくり」は令和7年度
から始まる新しい教科の準備に向け
てしっかりと次年度は計画を立てて
取り組みたい。実際に行っている3年
生社会科での学校の近隣の工場見
学や、2年生活科では絵本の表紙を
リサイクルしたエコバック作りなどを
継続し、新教科へ繋げていきたい。
●人権教育に関しては、12月の人権
週間だけでなく、年間計画通り年間
通して児童の人権教育にしっかり取
り組んでいく。また、教職員の人権感
覚も向上させていく。

Ａ 3


